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研究成果の概要： 

 公的機関の把握できない ER 型救急を受診する自傷行為者の実態を明らかにし、救急医
療の現場での実際や、医療的・看護的介入が極めて不十分であり、軽度の自傷行為者への
介入課題が自殺者への介入施策の影に存在することが示唆された。 
 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 800,000  0  800,000  

２００８年度 500,000  150,000  650,000  

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,300,000  150,000  1,450,000  

 
 

研究分野：医師薬学 

科研費の分科・細目：看護学・臨床看護学（重篤・救急看護学） 

キーワード：①自傷行為  ②救急医療  ③連携システム 

 
１．研究開始当初の背景 

 研究開始当時、自殺予防に関する法の整備
や厚生労働省主導による戦略研究がなされ
ていたが、ER 救急における自殺者（未遂者
を含む）の実態にはついては公的機関の把握
はされておらず、医療・看護ともに介入に関
しての報告は皆無であった。現在においても、
自殺者の研究は進展を見せているが、どれも、
「うつ予防」「自殺を試みたものの再企図予
防」の観点からのアプローチであり、本研究
の軽症の自傷行為者を含み、救急医療におけ
る問題を焦点にあてたものとは性格は異な
る。 

 

２．研究の目的 

自傷行為で救急外来を受診した患者の現
状と、医療・看護介入の実態とその限界を明
らかにし、実現可能なフォローアップシステ
ムについて検討することである。 

 

３．研究の方法 

Step１ 自傷行為で救急医療センターを
受診する患者の実態調査について 
A 市 A 救急救命センターにおいて、平成 19

年 4月 1 日より平成 20年 3 月 31日までの 5
年間に自傷行為で受診した患者の救急搬入
録を対象とし、自傷行為の分類、程度、患者
の訴えや状態と対応に注目し分析を行った。 
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Step2 救急医療センターのスタッフを対
象とした面接調査について 

各救急救命センターで診療にあたる医師、
勤務 3年以上の看護師に「自傷行為患者への
対応の実際」を軸に面接調査する。データは
遂語録にし、内容分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は２stepで構成された。1step とし
て、リストカットや薬物中毒など、公的機関
が実態を把握しにくい軽症の自傷行為に関
して、A県 A市の ER 型救命センターの搬入記
録（自主来院を含む）より、自傷行為患者の
記録を抽出し、実態を分析すること。２step
として、救命センターでの対応の実際と問題
をインタビュー調査より分析を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           図１ 
 

その結果、先行研究で言われている自殺前
の自傷行為者は 10 倍ではなく、かなり多い
ことがわかった（図１）。またそのほとんど
が初期救急医療で帰宅されているために、継
続したフォローができていない現状も明ら
かとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
          図２ 
 
また、搬入時のアナムネーゼの分析により、

救急看護師は「自傷の認知」や身体状態の緊
急度、重傷度については詳細にアプローチす
るものの、「直接的原因」や「間接的要因」

つまり、なぜ自傷行為に至ったのかについて
は殆ど記述がなく、救急医療が身体的治療を
一義的とするなかで、自傷の根幹の問題には
介入していないことが明らかとなった。 
次に、なぜ自傷行為者の根幹にある自傷理

由にアプローチしないかを探るために行っ
たインタビュー調査については、救急医が精
神科医の連携において、インタビューを実施
したが、１）殆どの救急医は精神科医へのコ
ンサルトは自傷行為者すべてにおいて積極
的に行っているとの認識していること２）自
殺企図の事実よりコミュニケーションの面
で苦慮したケースに対して、より積極的に精
神科の介入をもとめていることが明らかに
なった。１）に対してはカルテで追跡したと
ころ、やはり、多くの自傷行為患者が精神科
の受診や紹介がないままに帰宅となってお
り、救急医の語る現状とは異なる実情である
ことが明らかとなった。 
尚、調査結果は随時学会等で報告済みであ

る。 
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内容分析結果
A content analysis of Patient's record
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